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　12月３日から９日までは「障害者週間」です。本市では、障害のある人もない人も誰もが
住み慣れた地域で安心して、自分らしく生き生きと暮らすことのできる共生社会の実現に
向けて取り組んでいます。障害者の自立と社会参加を促進し、皆さんに障害の特性や障害
者に対する理解を深めてもらうため、障害者週間に合わせていせさき福祉ふれあいフェス
タを開催します。いずれも入場は無料です。詳しくは市HPを確認してください。
問　障害者センター（☎75−5530）

公共施設のイエローライトアップ
　障害者の社会参加と障害者権利条約の推進のシ
ンボルマークであるイエローリボンに関連して、
公共施設を黄色にライトアップします。
時　12月３日（水）から９日（火）までの午後５時～
９時

場　旧時報鐘楼、いせさき明治館、障害者センタ
ー、保健センター（大手町）

障害者ふれあい交流コーナー
時　12月６日（土）午前10時～午後２時30分
場　伊勢崎駅南口駅前広場
内　輪投げやボッチャ、手話体験、キッチンカー
の出店など

音楽ライブ
時　12月６日（土）午前11時～午後２時
場　伊勢崎駅南口駅前広場
内　福祉関係団体や医療的ケア児等コーディネー
ターによる野外ライブなど

障害者向けｅスポーツ体験コーナー
時　12月６日（土）午前10時～午後２時30分
場　伊勢崎駅自由通路
申　当日直接会場へハローワーク伊勢崎 障害者雇用セミナー

時　12月４日（木）午後１時30分～３時
場　障害者センター
対　障害者雇用を検討している企業
内　障害者雇用に取り組んでいる企業の担当者に
よる講演会など

申　11月12日（水）までにメールでハローワーク伊
勢崎（ isezaki-anteisho@mhlw.go.jp）へ

ハローワーク伊勢崎 障害者就職面接会
時　12月５日（金）午後１時30分～３時30分
場　障害者センター
対　就職を考えている障害者など
申　当日直接会場へ

障害者就労相談コーナー
ハローワーク伊勢崎

時　12月６日（土）午前10時～午後２時30分
場　伊勢崎駅前インフォメーションセンター
対　就職を考えている障害者など
申　当日直接会場へ

境にこにこフェスタ
境地区手をつなぐ育成会主催

時　12月６日（土）午前10時～午後２時30分
場　境赤レンガ倉庫
内　福祉関係団体による物販や手話ダンス、県立
伊勢崎高等特別支援学校による発表会など

障害者週間イベント障害者週間イベント

いせさき福祉ふれあいフェスタ開催いせさき福祉ふれあいフェスタ開催

いせさき福祉ふれあいマルシェ
時　12月６日（土）午前10時～午後２時30分
場　伊勢崎駅自由通路
内　障害者就労施設など
　で障害のある人が製作
　した手作り雑貨や木工
　製品などの販売

▲市HP

企画展
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製作遺跡と古墳群−

つくる ハニワ、かざるハニ ワ
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催
中

　企画展に合わせ、本紙10月号から３回にわたる連載で展示資料を紹介
します。今回は優れた人物埴輪が飾られた古墳に関連する資料です。
時　12月21日（日）までの午前９時～午後４時30分
　※月曜日・11月25日（火）は休館です
　※11月３日（祝）・24日（月）は開館します
￥　無料
問　赤堀歴史民俗資料館（☎63−0030）

　東京国立博物館の資料や調査成果から、赤堀村104号墳では、人
物埴輪17点以上、馬形埴輪３点、家形埴輪２点が確認されています。
「鍬を担ぐ男子」や帽子をかぶった人物など、写実的で表情が豊かな
埴輪が数多く並べられていました。市内の古墳の中でも、特に多彩
で質の高い人物埴輪が出土した古墳は他になく、いずれも優れた埴
輪ばかりであったため、埋葬された人物は、隣の石山南遺跡で埴輪
作りに関わる人物であったとも想定されています。

埴輪作りに関わる人物の古墳？

　昭和初期に、石山南古墳群から出土した埴輪の一部が東京国立博
物館に所蔵され、その中には、笑顔で人気の「鍬を担ぐ男子」の埴輪
も含まれています。平成27年度の赤堀村104号墳の調査で見つかっ
た埴輪片と、東京国立博物館に所蔵されていた埴輪を照合したとこ
ろ、なんと４点がピタリと接合し、埴輪たちは84年ぶりに再会を果
たしました。「鍬を担ぐ男子」を含む埴輪の出土古墳が特定され、歴
史がつながったこの出来事は、まさに奇跡といえます。

84年を経た奇跡の再会

　平成27年度に行われた石山南古墳群（下触町）の調査で、赤堀村104
号墳は６世紀後半に造られた直径43メートルの大きな円墳だったこ
とが分かりました。これは38基の古墳が確認されている石山南古墳
群の中でも最大クラスです。調査では、昭和初期の開墾で壊されて
埋められていた埴輪の破片が多数見つかりました。修復の結果、円
筒埴輪や朝顔形埴輪の他、人物・馬・家の形をした埴輪が確認され、
特に人物埴輪が13点以上並べられていたことが分かりました。当時、
この古墳が豪華に飾られていた様子がうかがえます。

石山南古墳群最大クラスの古墳

第２回 優れた人物埴輪が飾られた古墳

▲赤堀村104号墳

▲鍬を担ぐ男子の埴輪
（写真：ColBase）

▲帽子をかぶる男子の埴輪




